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研究開発の内容

背景：モバイルトラヒックの
爆発的な増加

2019年のモバイルトラヒックは
現在の10倍に増加

その7割弱はモバイルビデオ
[出典： Cisco VNI Mobile, 2015]

目的：交通機関を活用した
コンテンツ配信システム

交通機関（列車）の無線通信イ
ンフラ化

CCN/NDNの活用（ネットワーク内
キャッシュ）
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①先回り配信

②オフローディング

• 停車駅にコンテンツを分割配信
• 駅から列車にコンテンツ転送
• 列車内で映像ストリーミング

• 輻輳地域のトラヒックを収集、移動し、
非輻輳地域でオフロード







今後の研究開発成果の展開及び
波及効果創出への取り組み
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研究開発成果
論文誌：１件（＋投稿中１件）

国際学会：６件

口頭発表：３０件

特許出願：５件

国際標準化提案：１件

報道発表：１件

波及効果創出への取組み
 アウトカム目標

派生研究開発テーマの提案
• 総務省SCOPE
• 科研費・基盤研究(A)、など

 5Gとの連携
 ビジネスモデルの確立

今後の成果展開
各種展示会における普及・啓発
活動

 2020年の東京オリンピックに向
けた研究成果の宣伝活動

 アクセラレーションのためのLSI・
ハードウェア実装

適用対象の
拡大

列車以外の交通機関への展開
ナビゲーションとの連携

サービスの充
実

広告、交通情報、地域情報等
の配信

放送連携 超高精細映像（4K/8K映像）の
受信

セキュリティ 無線通信の安全性確保


